
あるペシミストの連想 

 
昼でも灯りは点る―――全ては夜 
全ては我々がつくり上げた 
あまりに明確なこれら・・・部屋 
神秘は全て解明された 
残されたものは復元のみ 
朽ち果てた忘却を拾い集めること 
我々は見切りをつけた、広さに 
既に歩き出した、過去へ 
戻り始めても忘却はしよう 
かつて新しきものは川へ放られ 
かつて古きものが新鮮に光り 
最後には、全ての源だけが残る 
いや何も残らないか、それとも 
まわれ右して歩き出すか・・・ 

 
（部屋を出ることだ、ペシミストよ） 
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